
  

 

 

                                                   

 

 

学校教育目標「 自ら考え実行する生徒 」めざす学校像 『 笑顔と思いやりあふれる 夢 実現 葛飾中学校 』 
親の思い 子の思い 

校 長 松 原  睦 

暑ければ「涼しいところにいるのか」「水分はしっかり採っているか」、寒ければ「暖かい服装で出か
けたのか」、暗くなれば・朝が早ければ・帰りが遅ければ・雲行きが怪しければ・・・などなど親の心配
は尽きないものです。保護者の心配と学校の心配はおそらく一致しています。対して子の思いはどうでし
ょう。熱中症が心配なこれからの季節、親や学校は「多くの水分を持たせたい」「持たせてください」で
すが、子供の思いは「大きい水筒はかわいくない」「気に入らない」「重い」などなど。少なくとも我が
家はそうでした。思春期を迎え、とても難しい時期にある子供たち。学校で見せる顔と家庭での顔は全く
違うことと思います。写真一枚撮るのも難しいことでしょう。親は、子どもが成長する喜びと同時に、反
抗や距離を感じる寂しさや心配をもち、子どもは、自立したい気持ちと親に理解されないもどかしさを感
じているのかもしれません。「親のアドバイスは愛情なのに、子どもは干渉と感じる」「子どもは自分で
決めたいけれど、親はそれが経験上不安を覚え口出ししてしまう」。「今日はどうだった？」の質問が、
子どもにとっては詮索に聞こえてしまう。家族のやり取りがほぼ「ＬＩＮＥ」だけなどという話も身近で
耳にします。 
 過日、保護者の皆様に、第２学年の総合的な学習の時間の学習において実施する「ディベート」のため
のアンケートをお願いしました。内容は、中学校卒業後の進路についてでした。中学校２年生にして、し
っかり意識をしているのだなという点と、経験をしたからこそ、年齢を重ねたからこそ見えたものがある
保護者の方々の思いを紹介させていただきます。 

本来であれば、ディベートのためにお寄せいただいたご意見ではありますが、学校の教育活動の在り方を
問う「宝物」のような言葉ばかりだったためにご紹介させていただくに至りました。申し訳ございません。
アンケートにご回答いただいた保護者の皆様の熱い思いに感動を覚えるとともに、身の引き締まる思いでし
た。学校として、現在に増してキャリア教育・進路指導の一層の充実をお約束するとともに、今後、学校の
キャリア教育の一環として、ぜひ保護者の方々のお話を聞かせていただく機会を設けたいと考えております。 

 

 

《授業参観・保護者会・部活動保護者会》 
 ５月７日（水）に授業参観・保護者会・部活動保護者会 

を開催しました。新年度に入り、入学・進級をして少し成 

長した生徒の様子を参観していただきました。その後の保 

護者会・部活動保護者会を含め、多くの保護者様にご来校 

していただきました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
《大凧マラソンボランティア》 
 ５月４日（日・みどりの日）に、春日部大凧マラソンが  

開催され、葛飾中学校有志の生徒で、ボランティア活動に 

参加しました。当日は、給水所や運営の補助など、それぞ 

れの場所で一生懸命に活動してくれました。参加してくれ 

たボランティアのみなさん、ありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 

《通信陸上競技大会》 
 ５月２２日（木）・２３日（金）の２日間、通信陸上競技   

大会春日部市予選会が行われ、陸上部が出場しました。陸 

上部の生徒が出場種目に、応援に、一生懸命がんばってい 

ました。各運動部は、６月に学校総合体育大会が控えてい 

ます。葛中生の活躍が今から楽しみです！ 

 

 

 

 
 
〇埼玉県教育委員会よりお知らせ 
 「令和７年度における教科書展示会」の案内が届いていま   
す。最寄りの会場等は、下記の通りになります。 

〈埼玉県教科書展示会 第２１（春日部）会場〉 
   会場：春日部市役所本庁舎２階会議室２０１～２０３ 
   日時：6/18(水)～7/3(木)9:30～16:30 
      ※期間中の土曜日は、正午までの開催です。 
      ※期間中の日曜日は、開催がありません。 

〈春日部会場のご案内〉 

     QR コード： 

  

 

※その他の会場等については、下記の URL（義務教育指導課 

web ページ）からご覧ください。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/902-2009128-

94.html 

日 曜 ６月 

1 日  

2 月  

3 火 学校総合体育大会① ※給食なし 

4 水 学校総合体育大会② ※給食なし 

5 木 学校総合体育大会③ 

6 金 学校総合体育大会④ 

7 土  

8 日  

9 月 メモリアル高校（アメリカ）来校 

10 火 
第 1 回東部地区学力検査（３年） 

学力テスト（１・２年） 

11 水 
学校総合体育大会予備日 

学校選択に係る学校公開日 

12 木 
学校総合体育大会（バドミントン） 

学校選択に係る学校公開日 

13 金 
学校総合体育大会（バドミントン） 

学校選択に係る学校公開日 

14 土  

15 日  

16 月 特別支援学級地区交流会（飯沼中） 

17 火 生徒総会 

18 水 

学校総合体育大会（陸上競技） 

期末テスト前諸活動停止期間 

※２４日朝まで 

19 木 学校総合体育大会（陸上競技） 

20 金 
ふれあいデー 

市内硬筆展（オンライン・～３０日） 

21 土 埼葛地区県大会代表決定戦 

22 日 埼葛地区県大会代表決定戦 

23 月 期末テスト① 

24 火 期末テスト②・表彰集会 

25 水  

26 木 専門委員会 

27 金  

28 土 埼葛地区県大会代表決定戦 

29 日 埼葛地区県大会代表決定戦 

30 月  

 

 

 

〒344-0123  春日部市永沼 2250－1   TEL 746-0002/FAX 746-5260 

 生徒総数名  503名 全学級数 17学級  URL http://www. schit.net/kasukabe/jhkatsushika/ 

○生徒の進学するか否かに対しての理由 

・就職先の選択肢を増やし、専門的な知識を身につけることができると思ったから。 

・進学すると将来世界が広がるから・高校いったほうが色々なことを学べるし色々なことが体験できるから。 

・将来の夢を叶えるためには通らないといけない道だから。 

・世の中で生きていける学力を身につけるため。 

・中学校のマナー教育では、社会では、知識不足となるので、高等学校も行ったほうがいいと思った。  

・高校に進学しなくてもその分個人の勉強時間が増えてやりたいことに集中できるから。 

・自分がなりたい職業に合わせて進学・就職をすればいいと思うから。 

・今の時代、高校にいかなくてもいろんな道もあるし、高校に進学しないでも高卒認定を取れるから。 

・高校に行きたい人もいれば、働きたい人、他にやりたいことがある人がいるから、必ずしも行く必要はないと思う。 

・必ずとも言わないけど、進学したほうが将来の選択肢が広がったり友人関係の範囲も広げられると思うから。 

・私は夢が決まっているので、そこに向けて高校で知識や経験を積みたいと思うから。 

○保護者の進路についての考え、自身の経験などから伝えたいこと 
・入学してから後悔しないように、自分で調べ「ここだ」と思う高校を選ぶことが大切。 

・制服が可愛いというだけの理由で高校を選んだが、通学時間が長く大変だった。 

・男女別学の話が出ていますが、通学した人にしかわからない別学の良さがあるので、迷われている方は、是非文化祭に行ってみて。 

・義務教育以降の進路は全て自分で選択していく事になるので、後悔しないように自分で選んだ道を進んでほしい。 

・自分の将来の選択肢を狭めるような進路選択をしないよう気をつけて欲しい。 

・今はまだ将来について不確定な状態であり、何をしたいか想像できた時その夢を実現するための第一歩として高校進学があるのだと思う。 

・自分はやりたい事や目標もなく、なんとなく学力で学校を選んでしまったが、もっといろんな学校を見る、興味を持てば良かったと思う。やりたい

事や好きな事があるのならそれを目標に努力し可能性を広げてほしい。 

・自分の経験上無理に期待を寄せて煽るようなことはしたくない。本人が頑張りたいなら全力で応援すると伝えている。 

・選択に迷った時には他に解決策があるかもしれないので、自分だけで考えて諦めてしまわず、周りの人に相談する事は大事だと思う。 

・挑戦と失敗と挽回できる柔軟な環境があると可能性が広がると考えます。 

・自分が学びたいと思う場所へ進学することが大事だと思う。学力も大事、それと同じくらい人間関係を築く経験をしていくことも大事。それは学校

生活、行事や部活等も通じて学んでいくことだと思う。SNS ではこうした人間関係を築いていく経験は出来ない。自分の経験上、学生時代の友人は

一生の宝物だと感じている。 

・綺麗事ではなく、社会に出たら学歴で判断される事は多い。やりたい事があっても勉強をしなければそのスタートラインに立てない事もある。勉強

に専念できる学生の時間はとても貴重な時間であり、いつか「あの時もっと頑張っていたら」という後悔はしないで欲しいと思う。 

 

 

 

 


